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目　的

　若い女性は，健康上適切な体重であっても，太

りすぎと感じる傾向がある。たとえば，Fallon�＆�

Rozin(1985) は，現在の自分の体型と魅力的と思

われる体型とを評価させたところ，男性では両者

の間にそれほど差はないが，女性では両者の差が

非常に大きくなること，また，女性が男性から見

て魅力的と推測する体型は実際に男性が魅力的と

判断する体型よりもはるかにやせた方に片寄る，

という結果を得ている。こうした傾向は，やせ志

向が強い現在の我が国においてもみられる。たと

えば，田中 (2001) は，高校生 2600 名を対象に

した大規模な調査により，女子の理想とする体重

はほとんど病的水準に近いと述べている。摂食障

害は身体意識の歪みと結びついていることが指摘

されている（たとえば，Bruch ，1973）が，

Garner ら (1976) は実験的手法により，拒食症

の患者が自分の身体をより太ったものと認知して

いることを実証している。

　ダイエット行動が身体意識と関係することは当

然予測されるが，たとえば，渡辺ら (1992) は，

女性の食行動に及ぼす肥満意識の影響を検討し，

肥満意識を持つ者はダイエット等やせるための食

行動をとりやすいことを実証している。さらに渡

辺ら (1995) は，女子学生の食についての意識と

食行動との関係を検討し，ダイエットの因子等と

食行動との関係を明らかにしている。小林(1987)

は女子高生を対象に，体型により食意識等がどの

ように異なるかを検討している。同様に，吉岡ら

(1997) は中・高・大学の女子を対象に，自分の

ボディ・イメ－ジと食行動との関係を検討してい

る。

　ダイエットには当然食に対する知識が前提とな

るが，福原ら (2000) は小学生を対象とした研究で，

栄養についての知識があり，食と健康との関係を

意識している者ほど，食行動が健全である傾向が

あることを報告している。しかし，根本（2002）

は，大学生の食に対する知識と態度との関係を検

討し，食への知識と食行動との間にはそれほど明

確な関係が認められず，ダイエットが適切な食へ

の知識のもとに進められているものではないこと

を示唆する結果を得ている。さらに，このなかで，

食に対する主要な態度因子として「ダイエット因

子」「栄養配慮因子」「食の満足感因子」「食の後

悔因子」「食の開放性因子」「食の体調因子」の 6

因子を抽出して，過度のダイエット，食を楽しめ

ない傾向，食べた後で後悔する傾向，食に関わる

体調不良など，摂食障害的傾向がみられることを

指摘している。この点につき，Garner ら (1982)

の Eating�Attitude�Test� 邦訳版（新里里春他，

1986）による判定によれば，高校生男子の 4.29%，

高校生女子の 13.59％が摂食障害と判定されると

いう（田中，2001）。

　本研究は以上の先行研究をもとに，自分の体型

や魅力的な体型等のイメ－ジとやせ願望および摂

食障害的行動との間に存在する関係を明らかにし

ようとするものである。

方　法

調査対象：私立女子大学 2年生 135 名，３年生

116 名，計 251 名。

調査時期：2001 年 7月および 10 月。3年生は 7

月に，2年生は 10月に実施した。
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調査方法：質問紙法による。授業時間内に配布し，

回答を求めた。所要時間は 20分程度である。

用いられた質問紙：①ダイエット経験等について

の項目　ダイエット経験の有無，その時期および

期間，体重の減少程度とリバウンドの程度をたず

ねた。②やせ願望に関する項目　「過酷なダイ

エットや運動をしてでもやせたい」などの８項目

に対し，「まったく思わない」から「とても思

う」までの 5段階評定を求めた。③現在の体型

と魅力的な体型を問う項目　ＢＭＩ（Body�Mass�

Index）による標準体重（身長２×22）を用い，

次のような数値化を求めた。

　現在の体型指数＝現在の自分の体重－標準体重

　魅力的な体型指数＝魅力的と考える体重－標準

　体重

　これらの数値を＋15kg から－15kg までの数

値を記した直線上にプロットしてもらった。

　こうした数値化によったのは，直接体重を書く

よう求めることに対して強い抵抗が予測されたた

めである。また，この方法によれば，体重の異な

る被調査者でも同一の指標上でとりあつかえるか

らである。なお，調査実施に当たり質問もなく，

この計算に戸惑う回答者は見られず，信頼に値す

る資料が得られたものと判断される。

　④摂食障害的行動についての項目　「食べた後，

不安になり吐いてしまう」「カロリ－が気になっ

て食事を楽しめない」など59項目に対して，「まっ

たくない」から「いつも」までの 5段階評定を

求めた。

結　果

　やせ願望

　やせ願望を測定する項目に対する反応をみてみ

ると，「今の体型に満足できない」という項目で，

「少しそう思う」が 25.9% ，「とてもそう思う」

が 50.2% である。また，「やせなければとしょっ

ちゅう思う」者は約 70%存在し，「太ることが怖

い」という者は約 75％存在する。しかし「身体

をこわしてでもやせたい」とする者は 10％未満

であり，「過酷なダイエットや運動をしてでもや

せたい」と思う者は 15%ほどである。「やせるた

めなら好きなものを我慢してもいい」という項目

では，「余り思わない」が 34.3% ，「まったく思

わない」が 11.6% であり，約 40%の者は「食事

制限するくらいなら，今のままの体型で満足であ

る。」としている。

　やせ願望の強いほど得点が高くなるように１～

５と数値化し，被調査者ごとにやせ願望を測定す

る 8項目の得点（一項目あたりの平均値とした）

を算出した。その結果，全被験者の平均値は3.129

で，標準偏差 0.712 であった。

　ダイエット経験

　ダイエット経験については，ダイエット経験「あ

り」と回答した者が，53.8％であった。さらに，

ダイエットをした時期をみると，中学時代が 37

名（全体の 14.7％），高校時代が 81名（32.3％），

大学入学後が 79 名（31.5％）であった。また，

小学校時代が 3名存在した。最も持続したダイ

エットの平均日数は，小学校での平均日数は60日，

中学では 112 日間，高校では 97日間，大学では

114 日間であった。

　ダイエットによる体重の減少の程度をみると，

中学時代の平均 3.61kg（最大 12kg ，最小 0kg），

高校時代の平均 4.44kg（最大 20kg ，最小 0kg），

大学時代の平均 3.34kg（最大 20kg ，最小 0kg）

であった。同様にリバウンドをみると，中学時代

平均1.85kg，高校時代1.68kg，大学時代1.07kg

であった。

　この結果，ダイエットによる体重の増減の平均

値は，中学で－1.76kg ，高校では－2.76kg ，

大学では－2.27kg となった。ダイエットによる

体重の最大変化量は，－20kg から＋6kg の範囲

であり，いずれの段階でも－6kg から 0kg の範

囲に集中していた。

　体型イメ－ジ

　全被調査者の現在の体型指数の平均値は－2.26kg

であり，ＢＭＩによる標準体重よりもやせる方向

にずれている。魅力的体型指数は，平均値が

－7.36kg であり，いっそうやせる方向にずれて

いた。

　現在の体型から魅力的な体型をひいた値（以下，

落差と記す）を算出すると，平均値は 5.098kg

であり，最大値 62kg ，最小値－10.0kg であった。
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約 10％の者は落差がマイナスになり，むしろ自

分がやせすぎであるという意識を持っていたこと

は注目される。

　３者間の関係

　まず，ダイエット経験の有無により，やせ願望

の程度に差があるか否かを検討する。ダイエット

経験のある者のやせ願望の平均値は3.41であり，

経験のない者の平均値は 2.80 であった。両者の

平均値の差をｔ検定したところ，t=3.41（df=249）

で有意な差が認められた（p<.001）。

　ダイエット経験と現在の体型との関係を検討す

ると，ダイエット経験のあるものの平均値は

－1.16であり，ない者の平均値は－3.55であった。

ｔ検定によると，t=2.949（f=249）で有意であっ

た（p<.01）。

　同様に，ダイエット経験の有群と無群の魅力的

な体型を比較したところ，有群の平均値は－ 7.73 ，

無群の平均値は－6.94 であり，有意差は認めら

れなかった（t=1.536 ，df=249 ，p>.10）。

　次に，体型とやせ願望との関係を検討する。現

在の体型とやせ願望とのピアソンの偏差積率相関

係数は r=.474 であり，１%水準で有意な相関が

ある。すなわち，一般に太り気味なほどやせ願望

が強いといえる。しかし，魅力的な体型とやせ願

望との相関係数は，r=.004 であり，まったく相

関関係は見られない。魅力的な体系を作るという

積極性よりも，今の自分が太り気味であるのでや

せたい，という消極的なやせ願望であるように推

測される。

　食行動の分析

　最初に幾つかの項目について注目すべき反応を

みておく。「何か嫌なことやイライラすると，食

べることにはしる」という項目については，「全

くない」を選択した者は 12%であり，「時々」「頻

繁に」「いつも」を選択したものは合計 64%であっ

た。若い女性の食べ物への逃避行動が強く見られ

る。「お腹いっぱい食べて吐く」という行動につ

いては，「全くない」とした者が 94%でありごく

少ない。しかし，「太るのが怖いので，少量しか

食べない」という行動は半数以上にみられ，「時々」

から「いつも」までの回答をした者は 25%以上

である。サプリメントを常用する者は少なく（「全

くない」が 64%である），「食べた後，下剤を飲む」

者もごく少ない（「全くない」が 92%であり，「頻

繁に」は 4名，「いつも」は 2名）。「食べ過ぎた

りしなくても，胸焼けや胃もたれがする」者は，「た

まに」を含めると 50%存在する。「食べた後，お

腹がゴロゴロしたり，調子が悪い」者は，「まれに」

を選択した者を含めると三人に二人の割合になる。

以上のようなことが影響していると考えられるが，

「カロリ－が気になって食事を楽しめない」とい

う者は，「まれに」から「いつも」までを選択し

た者を合計すると 43%存在する。「食べた後，身

体を動かさないと不安になる」という項目では，

「全くない」を選択した者は 27%にとどまり，10%

の者は「頻繁に」ないし「いつも」を選択してい

る。さらに，「栄養のバランスがとれていないと，

不安になる」者は，「たまに」を含めると 83％に

のぼる。

　次に，因子による検討を試みる。このために，

食行動についての質問項目への回答を１から５と

数値化し，因子分析を施行した。因子の抽出は主

因子法により，バリマックス回転した。固有値

1.00 以上の因子は 9因子抽出された。当該の因

子で因子負荷量が.400以上あり，他の因子で.300

未満である項目を単純構造をなす項目として選出

した。その結果，8,9 因子ではこの条件を満たす

複数の項目が存在しなかった。このために，上位

7因子を以下の分析に使用することとした。なお，

第Ⅴ因子における「食べた後，気分が悪い」とい

う項目は他の因子において .300 未満の基準を満

たしていない。しかし，内容からこの因子をよく

代表する項目と判断されるので含ませることとし

た。以上により選択された項目の回転後の因子付

加量を示したものが Table1 である。

　第Ⅰ因子は「栄養バランスよりもカロリ－が気

になる」「太ることが怖いので少量しか食べな

い」等の項目に代表されるので，「拒食傾向の因

子」と解釈した。第Ⅱ因子は「食後に幸福感や充

実感がある」「食べることに幸せを感じる」等の

項目で負荷量が高い。本研究では障害的傾向をと

らえるので，「食事を楽しめない因子」と命名した。

第Ⅲ因子は「栄養のバランスが取れていないと不

安を感じる」「食生活は栄養のバランスを心がけ
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る」等の項目なので，「栄養配慮不安の因子」と

した。第Ⅳ因子は「食べた後，不安になり吐いて

しまう」「食べた後，下剤を飲む」等の項目なの

で，「強制的排出の因子」とした。第Ⅴ因子は「食

べた後，お腹が張ったり，ゴロゴロしたり，調子

が悪い」「食べた後，気分が悪い」等の項目であ

るので，「身体不調の因子」とした。第Ⅵ因子は「お

腹いっぱいなのに，食べ続けてしまう」「何か嫌

なことやイライラすると，食べることにはしって

しまう」等の項目なので，「過食傾向の因子」と

した。第Ⅶ因子は，「決まった場所以外は安心し

て食べられない」「人前で食べられない」等の項

目なので，「会食不安の因子」とした。

　やせ願望と食行動

　やせ願望と食行動との関係を検討するために，

やせ願望得点と各因子での得点との偏差積率相関

係数を算出した。その結果，第Ⅰ因子「拒食傾向

の因子」で最も高い正の相関が得られた（r=.569,�

p<.01）。ついで，第Ⅴ因子「身体不調の因子」

で同様に正の有意な相関（r=.423,�p<.01）が得

られ，第Ⅵ因子「過食傾向の因子」でも有意な正

の相関（r=.302,�p<.01）があった。また，相関

係数自体は低いけれども，第Ⅳ因子「強制的排出

の因子」でも有意な正の相関（r=201,�p<.01）が

みられた。

　摂食障害的行動につながる変数の検討

　摂食障害的行動に対して諸要因の相対的な関与

度を検討するために，理想とする体型，現在の体型，

やせ願望度，ダイエットの期間，ダイエットによ

り減少した体重を独立変数とし，食行動の各因子

を従属変数とする重回帰分析を施行した（Table�2�

参照）。なお，ダイエットの期間は，中学，高校，

大学における合計日数とし，同様にダイエットに

よる減少の程度は，それら期間の合計減少ｋｇと

した。

　有意な重相関係数が得られたのは，第Ⅰ因子「拒

食傾向の因子」，第Ⅳ因子「強制的排出の因子」，

第Ⅴ因子「身体不調の因子」，第Ⅵ因子「過食傾

向の因子」であり，いずれも摂食障害的傾向が色

濃い因子である。これらいずれの因子においても，

Table 1　バリマックス回転後の因子負荷量



-�25�-

根本　橘夫　　柴田布美枝 5

やせ願望が最も高い標準化係数を示し，やせ願望

の強さがこうした摂食障害的傾向と結びつくこと

が示唆された。

考　察

　調査対象となった女性達は，「今の体型に満足

できない」「やせなければとしょっちゅう思う」「太

ることが怖い」とは多くの者が感じるが，かといっ

て，「身体をこわしてでもやせたい」とは思わな

いし，「過酷なダイエットや運動してまでやせよ

う」とも思わないというのが大多数である。

　ダイエット経験者 50%強であり，中学時代か

ら高校時代に始める人が多い。その期間は，3，

４ヶ月ほどであり，成長期のこうしたダイエット

が身体の充実した発達に及ぼす影響は楽観を許さ

ない。

　魅力的だと評価した体型指数はＢＭＩ標準体重

より 7.36kg も低かった。既述のようには，女性

が男性から見て魅力的だと推測する体型は，実際

に男性が女性の魅力的体型と評価する体型よりも，

はるかにやせた体型であった (Fallon� ＆�Rozin,

1985) 。やせ志向の文化のなかで，こうした傾向

はさらに強化されているものと推測される。ちな

みに，女子大学生に理想とする男性の体型を評価

させた研究 ( 根本・名古屋 ,2000) によると，現

代の女性は男性に対しても，肥満型や筋肉質の体

型よりもやせた体型を理想とすることが明らかに

なっている。そして，おそらく男性自身の中にも，

ダイエット経験者がいるなど，こうしたやせ志向

が強くなっていることが予測される。

　現在の体型指数とやせ願望との間に有意な相関

がみられたこと，およびダイエット経験のある人

は，ない人よりも，やせ願望が強く体重も重いと

いう本研究で得られた結果は予測されるところで

ある。しかし，こうした要因のうち，やせ願望が

もっとも摂食障害的行動と結合する要因であるこ

とが明らかにされたことは本研究における貴重な

知見である。

　食行動に関する項目への反応をみると，大部分

の者は健康な食行動であり，摂食障害的行動はご

く少数の者にしかみられなかった。そのなかで，

比較的目立つのは，食に関わる体調不良の傾向，

食べた後で太ることへの不安，および栄養バラン

スへの不安であるといえる。摂食障害的食行動に

ついて，「拒食傾向の因子」「食事を楽しめない因

子」「栄養配慮不安の因子」「強制的排出の因子」「身

体不調の因子」「過食傾向の因子」「会食不安の因

子」の 7因子が抽出されたが，ほぼ食に関する

障害的傾向全般をとらえることに成功したように

思われる。
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